
　
　
野
火
災
は
、
例
年
春
先
に
多
く

　
　
発
生
し
て
い
ま
す
。
こ
の
時
期

に
林
野
火
災
が
多
い
の
は
、
枯
草
が

地
上
に
積
も
り
、
下
草
が
枯
れ
て
い

る
上
、
降
雨
量
が
少
な
く
、
空
気
が

乾
燥
し
、
季
節
風
が
吹
く
な
ど
林
野

火
災
が
発
生
し
や
す
い
気
象
条
件
が

重
な
っ
て
い
る
こ
と
と
、
春
先
に
な

る
と
火
入
れ
が
行
わ
れ
た
り
、
山
菜

採
り
や
森
林
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な

ど
に
よ
り
入
山
者
が
増
え
る
こ
と
が

考
え
ら
れ
ま
す
。

　
出
火
に
よ
る
林
野
火
災
を
未
然
に

防
ぐ
に
は
、
次
の
よ
う
な
点
に
注
意

す
る
よ
う
心
が
け
ま
し
ょ
う
。
　

　
　
月
20
日
（
日
）
か
ら
30
日
（
水
）
ま

　
　
で
の
11
日
間
に
わ
た
り
、
春
の

火
災
予
防
運
動
を
実
施
し
ま
す
。
火

災
が
発
生
し
や
す
い
時
季
を
迎
え
て
、

火
災
予
防
思
想
の
一
層
の
普
及
を
図

り
、
火
災
の
発
生
を
防
止
し
、
火
災

に
よ
る
死
傷
者
の
発
生
や
財
産
の
損

失
を
防
ぐ
こ
と
を
目
的
と
し
て
毎
年

実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
火
災
予
防
運
動
の
実
施
に
当
た
っ

て
、
住
宅
火
災
に
よ
る
死
者
の
発
生

防
止
対
策
の
要
点
を
ま
と
め
ま
し
た
。

洞爺湖消防署（　76-2119）･温泉分署（　73-1119）･洞爺支署（　87-2119）･『火災・救急・救助119番』
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☆
住
宅
防
火
　
い
の
ち
を
守
る
　

　
七
つ
の
ポ
イ
ン
ト

　（
三
つ
の
習
慣
・
四
つ
の
対
策
）

三
つ
の
習
慣

①
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
や
め
る
。

②
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も

　
の
か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す

　
る
。

③
ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば
を
離

　
れ
る
と
き
は
、
必
ず
火
を
消
す
。

四
つ
の
対
策

・
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住

　
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
す
る
。

・
寝
具
、
衣
類
及
び
カ
ー
テ
ン
か

　
ら
の
火
災
を
防
ぐ
た
め
に
、
防

　
炎
品
を
使
用
す
る
。

・
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た

　
め
に
、
住
宅
用
消
火
器
等
を
設

　
置
す
る
。

・
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な

　
人
を
守
る
た
め
に
、
隣
近
所
の

　
協
力
体
制
を
つ
く
る
。

４

２
月
の

●
火
災
件
数
　
０
件

●
救
急
件
数
　
29
件

消
防
だ
よ
り

４
月
の
広
報
テ
ー
マ

「 

林 

野 

火 

災 

の 

防 

止 

」

春
の
全
道
火
災
予
防
運
動
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林 林
野
火
災
を
防
ご
う

・
枯
草
な
ど
の
あ
る
、
火
災
が
起
こ

　
り
や
す
い
場
所
で
は
た
き
火
は
し

　
な
い
こ
と

・
各
自
の
ゴ
ミ
は
、
指
定
さ
れ
た
場

　
所
に
捨
て
る
か
持
ち
帰
る
な
ど
マ

　
ナ
ー
の
向
上
に
努
め
る
こ
と

失
火
防
止
の
た
め
の

　
　
　
　
注
　
意
　
点

　
　
防
署
で
は
、
消
防
水
利
を
冬
季

　
　
間
に
有
効
に
活
用
す
る
た
め
、

定
期
的
に
水
利
点
検
を
行
い
、
降
雪

が
あ
れ
ば
除
雪
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、

職
員
が
巡
回
す
る
と
、
す
で
に
除
雪

が
完
了
し
き
れ
い
に
な
っ
て
い
る
所

が
数
箇
所
あ
り
、
ご
近
所
の
方
の
ご

協
力
に
よ
る
も
の
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。
　
今
年
も
寒
い
中
、
消
防
水
利
の
除

雪
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
て
、
こ

の
紙
面
を
お
借
り
し
ま
し
て
心
か
ら

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

消
防
水
利
の

　
　
　
除
雪
の
お
礼

消

す
る
に
あ
た
り
、
有
珠
山
噴
火
に
と

も
な
い
洞
爺
湖
温
泉
地
区
の
消
防
団

員
の
減
少
と
本
町
地
区
へ
の
移
転
に

よ
り
人
員
の
確
保
が
困
難
と
な
っ
た

こ
と
か
ら
、
本
町
地
区
の
サ
イ
レ
ン

を
吹
鳴
し
、
第
１
分
団
の
団
員
を
招

集
し
て
洞
爺
湖
温
泉
地
区
及
び
月
浦

・
花
和
地
区
の
火
災
時
の
消
火
活
動

を
行
う
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
第
１
分
団
及
び
第
２
分
団

で
本
町
地
区
に
居
住
し
て
い
る
団
員

は
、
サ
イ
レ
ン
吹
鳴
時
に
本
町
地
区

で
の
火
災
現
場
が
確
認
で
き
な
い
と

き
は
、
消
防
署
に
集
合
す
る
こ
と
。

　
洞
爺
湖
温
泉
地
区
及
び
月
浦
・
花

和
地
区
火
災
時
の
サ
イ
レ
ン
吹
鳴
召

集
開
始
は
、
平
成
20
年
４
月
１
日
よ

り
実
施
い
た
し
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

本
町
地
区
以
外
の
火
災
時
の

サ
イ
レ
ン
吹
鳴
召
集
に
つ
い
て

・
火
気
を
使
用
す
る

　
場
合
は
、
周
囲
の

　
可
燃
物
の
状
況
に

　
十
分
注
意
す
る
と

　
と
も
に
、
消
火
用

　
の
水
な
ど
を
必
ず

　
用
意
す
る
こ
と

・
強
風
注
意
報
や
乾

燥
注
意
報
な
ど
　
が

発
令
さ
れ
て
い
る
場

合
は
、
火
気
使
用
は
控
え
る
こ
と

　
　
爺
湖
温
泉
・
月
浦
・
花
和
地
区

　
　
の
火
災
時
に
消
防
団
員
を
招
集

洞

統
一
標
語

「
火
は
見
て
る

　
　
あ
な
た
が
離
れ
る

　
　
　
　
　
　
そ
の
時
を
」


